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西堀は、1928 年に京都帝国大学理学部化学科を卒業後、同理学部講師、助教授を経て 1936 年に






















                                                  






















1952（昭和 27）年 10 月にアムステルダムで開催された国際科学会議（International Council for 








学術会議の茅誠司会長は、この計画を聞いて、いち早く賛同し、1955 年 7 月中旬から政府首脳
と協議しつつ、学術会議のなかで検討を重ねた。そして、同年 9 月にブリュッセルで開催された第









ていた。11 月 4 日には、南極観測に参加することが正式に閣議決定され、文部省内には「南極地域
観測統合推進本部」が設置された。第 1 回南極本部総会は 11 月 10 日に開かれ、本部長である松村
謙三文部大臣が、本部設置の経緯や南極観測の意義などを挨拶のなかで述べたのち、会議の運営方
針や予算要求の枠組みが決定された。そして、12 月 23 日の第 2 回南極本部総会で、隊長には東京
大学理学部教授の永田武、船長には海上保安官の松本満次が決まった。さらに、翌年、1956（昭和




































川万吉の 4 年後輩である佐々憲三理学部教授であったと考えられる。佐々は、1955（昭和 32）年 4









本部や文部省も協力したであろう。その結果、西堀榮三郎は、1956（昭和 31）年 3 月 16 日付で京
大理学部教授に任用されている。 
しかし、当の西堀榮三郎にしてみれば、阿武山地震観測所の教授になったという意識はほとんど
なかったと思われる。1957（昭和 32）年 3 月末に阿武山地震観測所に事務員として雇用され、以








方をすればよいと考えたのであろう。事実、西堀榮三郎が 1958（昭和 33）年 3 月に南極から帰国
して間もなく、同年 4 月 22 日に京大教授の職を辞して日本原子力研究所理事に転出すると、佐々
は、そのポスト使って、阿武山地震観測所の助教授であった三木晴男を 1959（昭和 34）年に教授
に昇任させている。 
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